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下
北
手
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
後
、
下
北
手
社
協

と
略
称
）
は
昭
和
四
八
年
四
月
一
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
に
携
わ
っ
た
下
北
手
の
先
輩
諸
氏
は
地
区
社
協
の
会

則
に
次
の
よ
う
な
設
立
目
的
を
書
き
込
み
ま
し
た
。

一
、
社
会
福
祉
推
進
の
た
め
の
調
査
・
研
究

二
、
社
会
福
祉
計
画
策
定
と
推
進
団
体
の
育
成

三
、
共
同
募
金
そ
の
他
必
要
な
資
金
造
成
へ
の
協
力

な
ど
意
欲
的
な
内
容
で
す
。

　

中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
第
一
の
目
的
、
「
社
会
福
祉

と
は
、
何
を
な
す
べ
き
か
調
査
し
、
そ
の
精
神
を
究
め
研

き
を
か
け
る
」
は
本
気
で
社
会
福
祉
に
取
り
組
む
姿
勢
を

示
し
た
宣
言
で
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
迎

え
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

秋
田
市
に
お
け
る
地
区
社
協
組
織
化
は
昭
和
二
九
年
か

ら
始
ま
っ
た
の
で
当
地
区
は
随
分
遅
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、(

福)

秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
発
刊

の
「
五
十
年
の
あ
ゆ
み
」
に
は
『
下
北
手
社
協
は
秋
田
市

内
で
初
め
て
月
一
回
の
ふ
れ
あ
い
弁
当
を
通
年
で
実
施
す

る
計
画
を
立
て
平
成
六
年
九
月
か
ら
実
施
し
た
』
と
い
う

先
進
的
な
と
り
く
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

お
弁
当
を
調
理
す
る
秋
田
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
と
独
居
高
齢

者
宅
へ
お
弁
当
を
届
け
る
下
北
手
地
区
民
児
協
と
下
北
手

社
協
の
協
働
に
よ
っ
て
可
能
に
な
り
三
十
年
近
く
継
続
さ

れ
て
い
ま
す
。
あ
ゆ
み
の
記
事
で
は
通
年
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
現
在
は
夏
季
を
避
け
十
月
か
ら
五
月
の
月
末
に
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
内
容
の
お
弁
当
を
届
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
下
北
手
社
協
で
は
地
域
サ
ロ
ン
（
趣
味
、
健

康
、
お
喋
り
、
環
境
美
化
な
ど
の
集
ま
り
）
の
立
ち
上
げ

と
継
続
に
注
力
し
、
十
二
の
地
域
サ
ロ
ン
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
停
滞
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、
サ
ロ
ン
に
集
う
こ
と
に
よ
っ
て
皆
さ
ん
に
生
活
の

安
定
や
充
足
を
感
じ
て
い
た
だ
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

下
北
手
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
五
十
年

下
北
手
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

会
長　
　

長
谷
川　

武
司

月一回のふれ合い弁当は

 ワークセンターが調理を担当

笑顔の調理職員さんから

　笑顔で引き継ぐ民生委員

はい！温かいお弁当ですよと

　笑顔の民生委員から

　　　笑顔でお弁当を受け取る



令和３年度

下北手地区社会福祉協議会　一般会計収支決算書

収入項目 予算額(￥) 決算額(￥) 収　入　の　内　訳

地域福祉  共同募金配分金、日赤交付金、子育て支援事業、元気アップ事業 

活動助成金  共同募金推進費
515,000 424,628

事業助成金 275,000 292,828  見守りネット事業、全戸会員還元金、社協便り配布助成

寄 付 金 1,000 3,000  個人会員寄付

雑 収 入 38,452 13,202  預金利息、ふれあい弁当個人負担

繰 越 金 389,278 389,278  前年度繰越金

合　　計 1,218,730 1,122,936

支出項目 予算額(￥) 決算額(￥) 支　出　の　内　訳

団体助成金 350,000 285,000  なでしこサロン、千秋丘高齢者部会、寒川老人会、子育て支援活動、 

 地区民児協、保健推進員会、緑ヶ丘悠々会、豊生会、児童センター、 

 ほか

事 業 費 240,000 170,819  ふれあい弁当、友愛訪問、健康づくり、世代間交流支援ほか

慶 弔 費 10,000 10,000  弔慰金

広 報 費 60,000 49,000  広報「社福協下北手29号」発行

負 担 金 90,000 42,489  秋田市社協会費、下北手体協会費、コミセン負担金

会 議 費 32,000 25,497  定期総会（理事会・評議員会合同委員会）、敬老会準備会議ほか

研 修 費 80,000 0

事 務 費 50,000 222,465  郵送費、事務機器類（プリンタ他）、ボッチャ入門用具ほか

雑　　費 1,000 0

予 備 費 305,730 0

合    計 1,218,730 805,270

下北手地区敬老会　収支決算書

収入項目 予算額(￥) 決算額(￥) 収　入　の　内　訳

市補助金 430,000 436,000  秋田市長寿福祉課（敬老会補助金）

地区社協 

負担金
30,000 0  敬老会中止のため

他団体補助金 250,000 0　　　　〃

寄 付 金 30,000 0　　　　〃

参加者負担金 0 0　　　　〃

繰 越 金 26,560 26,560  前年度繰越金

雑 収 入 1,029 0  預金利息

合　　計 767,589 462,560

支出項目 予算額(￥) 決算額(￥) 支　出　の　内　訳

演芸謝礼 46,000 0  敬老会中止のため

記 念 品 256,000 316,165  敬老会中止のため（記念品を敬老会員に進呈）

食 料 費 300,000 0　　　　〃

会場借上料 34,000 0　　　　〃

印 刷 費 45,000 46,375  パンフレット印刷、タックシール、ラミネーター、同フィルムほか

通 信 費 8,000 11,100  レターパック代

消耗品費 40,000 0  敬老会中止のため

交 通 費 0 0

雑 支 出 12,700 79,922  記念品封入袋、送金手数料、事務機器整備(パソコン)、送金手数料

予 備 費 10,000 0

合　　計 751,700 453,562

　令和４年４月１７日を締切とする下北手地区社会福祉協議会理事会、評議員会合同会議の表決に於いて、

承認をいただきました。なお、上の表では簡略のため比較増減を除いています。



敬 老 会

　　　　　　町　内　会　　長寿者(傘寿者内数)

　　　　　　松　　崎　　　　４１名(　１名)

　　　　　　緑 ヶ 丘　　　　７０名(　４名)

　　　　　　白　　山　　　　１６名(　２名)

　　　　　　県営住宅　　　　２３名

　　　　　　千秋の丘　　　１００名(　８名)

　　　　　　桜 谷 地　　　　　５名(　１名)

　　　　　　谷　　崎　　　　２４名(　１名)

　　　　　　柳　　館　　　　５５名(　２名)

　　　　　　通　　沢　　　　２４名(　１名)

　　　　　　寒　　川　　　　２４名(　２名)

　　　　　　宝　　川　　　　４０名(　３名)

　　　　　　梨　　平　　　　　７名

　　　　　　黒　　川　　　　　６名

　　　　　　　　　　　　　４３５名(２５名)　

令
和
三
年
度
町
内
別
長
寿
者

 令和３年９月２０日敬老の日は晴天の穏や
かな日でしたが、新型コロナウイルス感染が
拡大する中、下北手地区敬老会はやむなく２
年続きの中止とし記念品贈呈のみを実施しま
した。新型コロナウイルス感染が広がり始め
た時点では、様々の困難さは一過性に終わる
期待がありました。ところが実際は感染の拡
大が繰り返し、大人数で楽しくという集まり
ができない状態が続いています。
 そんなところへ、下北手小学校２年生の子
どもたちが、担任の先生とともに「下北手ち
いきのおじいさんおばあさんへ」という寄せ
書きを届けてくれました。写真では読みにく
いかもしれませんが、一生懸命書いてくれた
温かい気持ちがとてもよく伝わってきます。
 さて、令和４年度の敬老会開催についてで
すが、地区コミュニティセンターのホールを
会場に選ぶと、三密を避けるというコロナ感
染対策が難しいと指摘されます。そこで、ど
うしたら安心して開催できるか、感染対策や
経費、加えて交通手段など検討を重ねている
ところです。

密
を
避
け
、
地
域
サ
ロ
ン
で
絆
を
深
め
る

宝川倶楽部の
　　  交通安全教本（宝川）

なでしこサロン（千秋の丘）寒川老人会（寒川）

谷崎婦人会（谷崎）

白ちゃんサロン
　　　（白山）



令和３年度 下北手地区社協会費・各種募金集計表

町 内 会
日赤会費
　・寄付

全戸会員
会　　費

赤い羽根
共同募金

歳　末
助け合い

黒　　川 6,500 4,680 7,800 1,300

桜 谷 地 5,000 3,240 6,000 900

寒　　川 15,000 10,800 18,000 3,000

宝　　川 23,000 16,920 28,200 4,700

通　　沢 17,500 12,600 21,000 3,500

梨　　平 8,000 5,400 9,600 1,600

松　　崎 43,200 28,440 47,400 7,900

緑 ヶ 丘 65,300 49,680 68,500 13,700

千秋の丘 76,000 95,040 110,040 18,400

県営住宅 21,510 64,800 27,000 18,000

白　　山 6,000 21,600 10,000 6,000

町 内 会
日赤会費
　・寄付

全戸会員
会　　費

赤い羽根
共同募金

歳　末
助け合い

谷　　崎 14,500 10,440 17,400 2,900

柳　　館 44,500 32,040 53,400 8,900

ノースア
ジア大学

－ － 6,606 －

明　桜
高等学校

－ － 44,251 －

下北手
　小学校

－ － 5,247 －

下北手
　中学校

－ － 4,327 －

ワークＣ － － 4,355 －

ひまわり
向日葵親

－ －
2,000
1,000

－

和ごや家 － － 6,900 －

合計(円) 346,010 355,680 499,026 90,800

ご協力・ご支援に、心からお礼を申し上げます

　

第
八
回
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
下
北
手
体

協
主
催
、
下
北
手
社
協
協
賛
）
は
、
久
々
に
す

っ
き
り
と
晴
れ
上
が
っ
た
空
の
下
、
歩
き
や
す

い
、
固
め
の
残
雪
を
踏
み
し
め
な
が
ら
行
わ
れ

ま
し

た

。

　

経
路
は
下
北
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を

出
発
し
、
け
も
の
道
の
よ
う
な
箇
所
を
歩
き
ま

す
。
夏
季
で
す
と
け
も
の
道
は
茂
っ
た
藪
の
中

を
く
ぐ
り
抜
け
る
の
で
、
実
に
歩
き
に
く
い
道

で
す
。
し
か
し
、
積
雪
期
に
は
藪
が
雪
の
下
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
実
に
歩
き
や
す
い
も
の
で

す
。
今
回
は
出
発
点
か
ら
一
回
り
三
・
二
㎞
を

所
要
時
間
二
時
間
で
歩
き
ま
し
た
。
コ
ー
ス
中

に
は
歴
史
散
歩
で
紹
介
し
て
い
る
数
々
の
史
跡

が
あ
り
、
一
休
み
に
ベ
ス
ト
で
し
た
。

　

第
八
回
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
報
告 

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　

藤
田　

豊

　

令
和
三
年
度
の
町
内
対
抗
男
女

混
合
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
参
加
六

町
内
か
ら
二
十
四
名
の
参
加
を
得

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
は
選

手
の
得
点
を
合
計
し
て
チ
ー
ム
の

点
数
と
す
る
も
の
で
、
白
熱
し
た

試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
中

止
に
な
り
ま
し
た
。
主
催
者
の
体

協
は
二
年
続
き
の
中
止
は
な
ん
と

し
て
も
避
け
た
い
と
、
様
々
の
感

染
防
止
対
策
を
た
て
安
心
で
き
る

大
会
を
無
事
実
行
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
度
功
労
表
彰
者

☆
社
会
福
祉
功
労
表
彰

・
阿
部
正
久
氏 

・
田
中
春
生
氏

 

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
報
告 

　
　
　
　

事
務
局
長　

藤
田　

豊ロックンボウルにて 2022/01/09

　秋田道アクセス道路付近にて 2022/02/13


